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はじめに 

100 年間の各地の年平均気温変化を比較すると、大都

市でおよそ２～３℃、比較的都市化の影響の少ない地方

では約１℃の気温上昇が確認できる。また、世界の年平

均気温偏差は 100 年間で約 0.74℃の上昇が確認されてい

る。しかしながら、地球温暖化による気温上昇量と都市

化の影響による気温上昇量が明確に切り分けられておら

ず、それぞれの影響は不明瞭である。 

そこで、過去の都市化率の上昇と年平均気温の変化を

もとにして、都市化による気温上昇量とそれ以外の要因

による気温上昇量を見積もった。 

 

研究等の方法 

 日本の各都市では、1930 年から 1980 年までの約 50 年

間に都市化が急激に加速し、それに伴い年平均気温も上

昇した。このことから、都市化率の変化を横軸にとり、

年平均気温の変化を縦軸にとるグラフを作成することで、

都市化率の上昇に伴う年平均気温の上昇係数を求めるこ

とができる。ここでいう都市化率とは、地図上で都市部

（市街地・住宅地）の占める割合と定義した。 

 

（１） 気象台を含む複数の都市における 1930 年の地

図と 1980 年の地図を用意し、図１のように都市

部を色分けし、スマホアプリ（色とりどり）を

用いて都市化率を求めた。 

 

図１：都市部を色分けした地図（福岡） 

 

（２） エルニーニョ現象等による単年の気温変化の影

響を無くすために、各都市における 1930±5 年

と 1980±5 年の年平均気温の平均値をそれぞれ

求めた。 

 

（３） 各都市の約 50 年間の都市化率の上昇量と年平

均気温平均値の差を求め、図２のグラフを作成

した。これによって、緯度の違いや地域ごとの

気候の特徴による影響を取り除くことができる。 

 

 

 

結果・考察 

 

図２：都市化率の変化と年平均気温の変化 

 

グラフより、都市化率が１割増加すると年平均気温が

約 0.1℃上昇することが分かる。また、外挿した直線が

y 軸と交わる切片の値（約 0.35℃）は、都市化によらな

い 50 年間の気温上昇量、すなわち地球温暖化量を示す

と考えられる。この 100 年間における世界の年平均気温

偏差は約 0.74℃上昇していることからも、この結果を

よく示している。また、日本の気温上昇量 1.2℃のう

ち、地球温暖化量を差し引いた約 0.45℃が都市化によ

る温度上昇量と推定できる。 

一方、広島と名古屋は都市化の増加率に対する気温上

昇量が低い傾向にあった。気象台の位置が海や河川に近

い都市ではヒートアイランドの影響が緩和される可能性

がある。また、本研究では面的な都市化率で検討したた

め、東京や大阪などの大都市では高層ビル群の影響が少

なからずあると考えられる。 

 

おわりに（まとめなど） 

 都市化率の変化と年平均気温の変化から、都市化によ

る気温上昇量と地球温暖化による気温上昇量をそれぞれ

定量化することができた。今後、世界の都市の気温上昇

量とも比較しながら、2000 年代のハイエイタスの原因に

ついても考察していきたい。 
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